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２．令和５年度調査結果の概要

３．農業用ため池における水上設置型太陽光
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太陽光パネル設置によるため池等の環境への影響等調査
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１．調査の概要



これまでのところ、水上太陽光発電が設置された農業用ため池の水質等に与える影響を調査した文献・知

見はないため、令和5年度～令和7年度の3カ年の予定において、農村振興部農村環境課にて、農業用ため池

（満水面積40千㎡、太陽光パネル被覆率60％）を対象に、水質を中心とした調査を行っているところ。

なお、生物関係の調査として併せて、鳥類の飛来についても、現地踏査による目視観察とため池堤体等へ

の赤外線センサーカメラ設置により、状況を把握。

項目 調査・分析項目 測定方法等

位置情報 緯度、経度、水深 各調査地点の緯度・経度を把握するとともに、水深を測定し、満水位等を基準とする水位を推計する。

物理環境・
水質

水温 各地点につき、水面下鉛直方向4か所でロガー付き水温計により連続観測を行う。

水位 調査ため池につき1地点を任意に定め、連続観測を行う。

光量子

各地点につき、表層、底層の2層において、多項目水質計により測定を行う。ｐH

DO

COD

各地点につき、表層、底層の2層から採水し、室内分析を行う。

SS

T-N

DIN

T-P

DIP

クロロフィルa

植物プランクトン 各地点につき、表層から採水し、生物顕微鏡を用いて種別に細胞数の計数を行う。

底質 各地点について底土をそれぞれ採泥器により採取、分析する。

生物関係 鳥類 調査ため池につき、現地踏査及び赤外線センサーカメラにより把握する。

調査項目一覧表

調査内容
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水質等調査地点

赤外線センサーカメラ
調査地点

【調査イメージ図】

ため池

カメラ撮影による
鳥類調査
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【鳥類の現地踏査】令和５年度調査（業務期間R5.11.28～R6.3.22）のうち鳥類調査を抜粋して紹介。まず、現
地踏査は１回あたり１時間／２人とし、ため池の堤体や岸辺および周辺山林等を踏査。調査は目視観察と鳴き声
による確認を行い、種名を記録した。水辺をよく利用する鳥類（以下、水鳥） については、確認数も記録した。
調査ため池では、樹木下の木陰で休息しているマガモが多く確認された。カワウは水面や太陽光フロートの上

で休息をする様子や羽を乾かす様子が確認された。オオバンは、探餌や採餌、休息をする様子が確認された。コ
サギは、ため池上空を飛翔する様子が確認されたものであり、ため池の利用状況は不明である。今回の調査ため
池では、マガモ、ホシハジロ、オオバンなど植物食が主である水鳥が多く確認されたことから、水鳥の餌となる
水草が多く生育し、良好な餌場になっていると考えられる。
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２．令和５年度調査結果の概要

環境省 Ａ県 12月 2月
1 タカ目 タカ科 トビ Milvus migrans 〇 〇
2 スズメ目 カラス科 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 〇 〇
3 ヒヨドリ科 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 〇
4 レンジャク科 ヒレンジャク Bombycilla japonica 〇
5 ヒタキ科 ジョウビタキ Phoenicurus auroreus 〇
6 セキレイ科 キセキレイ Motacilla cinerea 〇
7 セグロセキレイ Motacilla grandis 〇 〇

0 0 0 6 4
注1）種の配列や表記は「日本鳥類目録第７版リスト」を参考に整理
注2）重要種の選定基準
　環境省：「レッドリスト2020」、CR:絶滅危惧IA類　EN:絶滅危惧IB類　VU:絶滅危惧II類　NT:準絶滅危惧　DD:情報不足
　A県：「A県版レッドデータブック2020」、CR:絶滅危惧IA類　EN:絶滅危惧IB類　VU:絶滅危惧II類　NT:準絶滅危惧　DD:情報不足

種数合計

No. 目名 科名 種名 重要種
外来種

調査ため池

表　　調査ため池における鳥類種リスト（その他）

環境省 A県 12月 2月
1 カモ目 カモ科 マガモ Anas platyrhynchos 12
2 カルガモ Anas zonorhyncha 5
3 ホシハジロ Aythya ferina 1
4 カツオドリ目 ウ科 カワウ Phalacrocorax carbo 3 6
5 ペリカン目 サギ科 コサギ Egretta garzetta 1
6 ツル目 クイナ科 オオバン Fulica atra 2 2

0 0 0 6 2
0 0 0 24 8

重要種
外来種

調査ため池

表　　調査ため池における鳥類確認数（水鳥）

個体数合計
種数合計

No. 目名 科名 種名
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マガモ ホシハジロ カワウ 

  

 

コサギ オオバン  

 

  

ハシブトガラス キセキレイとセグロセキレイ 

 

太陽光パネル上で確認されたその他の鳥類

R5.12.18 マガモ 12 フロートの上で休息、飛去
R5.12.18 カルガモ 5 水面を移動、飛去 撮影できず
R5.12.18 ホシハジロ 1 水面を移動
R5.12.18 カワウ 3 フロートの上で休息、飛去
R5.12.18 コサギ 1 ため池上空を飛翔
R5.12.18 オオバン 2 フロートの上で休息
R5.12.18 トビ － 遠方で旋回
R5.12.18 ハシブトガラス － 周辺林で確認
R5.12.18 ヒヨドリ － 周辺林で確認
R5.12.18 ジョウビタキ － 周辺林で確認
R5.12.18 キセキレイ － 太陽光パネルの上を移動
R5.12.18 セグロセキレイ － 太陽光パネルの上を移動
R5.12.19 ハシブトガラス － 太陽光パネルの上で止まる 水質調査時に確認

R6.2.27 カワウ 6 フロートの上で休息
R6.2.27 オオバン 2 水面を移動、探餌
R6.2.27 トビ － ため池上空を旋回
R6.2.27 ヒレンジャク － 周辺林で確認
R6.2.27 セグロセキレイ － 太陽光パネルの上を移動

表　調査ため池における鳥類確認状況　　

数量確認日 種名 確認状況 備考

確認日 種名 数量 確認状況 備考



【赤外線センサーカメラ設置調査】調査ため池にカメラを３台設置し（設置期間R５.12.18～R6.2.28、昼夜3分
間隔で10秒間撮影）、撮影された鳥類の種類や行動等を整理した。
調査ため池では、マガモ、カワウ、アオサギ、オオバンの４種の水鳥が確認された。太陽光パネルのフロート

上で休息するオオバン、カワウが撮影されているほか、マガモ、オオバンの採餌する行動が撮影されていること
から、植物食を主とする水鳥の良好な餌場になっていると考えられる。
アオサギについては池奥に飛来する様子が撮影されており、池奥の岸辺には浅場が広がっていることから、餌

を探しに飛来してきたものと考えられる。
また、他の鳥類では、トビ、カワセミ、ハシブトガラスの３種が確認されている。
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環境省 A県
1 カモ目 カモ科 マガモ Anas platyrhynchos ○
2 カツオドリ目 ウ科 カワウ Phalacrocorax carbo ○
3 ペリカン目 サギ科 アオサギ Ardea cinerea ○
4 ツル目 クイナ科 オオバン Fulica atra ○
5 タカ目 タカ科 トビ Milvus migrans 〇
6 ブッポウソウ目 カワセミ科 カワセミ Alcedo atthis 〇
7 スズメ目 カラス科 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 〇

0 0 0 7
注1）種の配列や表記は「日本鳥類目録第７版リスト」を参考に整理
注2）重要種の選定基準
　環境省：「レッドリスト2020」、CR:絶滅危惧IA類　EN:絶滅危惧IB類　VU:絶滅危惧II類　NT:準絶滅危惧　DD:情報不足
　A県：「A県版レッドデータブック2020」、CR:絶滅危惧IA類　EN:絶滅危惧IB類　VU:絶滅危惧II類　NT:準絶滅危惧　DD:情報不足

表　　調査ため池における鳥類種リスト

種数合計

調査ため池No. 目名 科名 種名 重要種 外来種
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写真 1-3-1 マガモ 

水面を移動 

写真 1-6-1 カワウ 

水面を移動後、飛去 

  

写真 1-7-1 アオサギ 

水辺を通過 

写真 1-8-1 オオバン 

フロートの上で休息 

  

写真 1-8-2 オオバン 

水面、水中で採餌 

写真 1-11-1 ハシブトガラス 

水辺を通過 

 



令和３年６月にとりまとめられた「地域脱炭素ロー

ドマップ」においては、再生可能エネルギー導入ポテ

ンシャルの最大活用が掲げられており、ため池におけ

る水上設置型太陽光発電設備の導入が期待されている

ところ。

令和３年９月農林水産省農村振興局作成の本手引き

は、これら取り巻く状況を踏まえ、ため池所有者等や

都道府県・市町村担当者、発電設備設置者が、ため池

に水上設置型太陽光発電設備の設置を検討する際の留

意点をまとめたものである。

この中には「ため池の有する多面的機能が失われな

いようにすること」との留意点に併せて、「生態系へ

の影響を回避、低減するための対策等を必要に応じて

検討すること」などと解説しており、農林水産省ホー

ムページにも掲載し、その環境配慮対策について広く

周知している。

10

３．農業用ため池における水上設置型太陽光発電設備の
設置に関する手引き
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